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都
祁
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長
　
向
　

井
　
敏
　

之

　
平
素
よ
り
都
祁
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
事
業
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
市
建
設
計
画
の
見
守
り
役

と
し
て
新
市
の
発
展
に
寄
与
す
る
協
議

団
体
と
し
て
、
更
に
は
合
併
特
例
法
に

よ
る
地
域
審
議
会
に
替
る
協
議
会
と
し

て
設
置
さ
れ
た
都
祁
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
発
足
し
17
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
内
容
の
重
点
事
項
は
、
ハ
ー
ド
面

の
整
備
が
基
調
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
面
も

含
ん
だ
「
地
域
の
魅
力
や
活
力
を
高
め

る
こ
と
」
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
都
祁
地
域
の
魅
力
や
資
源
を
掘
り
起

こ
し
、
発
信
し
、
認
知
を
高
め
、
都
祁

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
地
域

の
皆
さ
ま
と
連
携
や
協
力
を
し
合
っ
て
、

空
間
や
環
境
の
整
備
、
ル
ー
ル
作
り
、

イ
ベ
ン
ト
や
生
業
の
整
備
、
人
と
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
な
ど
、

豊
か
な
生
活
を
す
る
う
え
で
必
要
な
整

備
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
都
祁
地
域
は
、
名
阪
国
道
と
国
道
369

号
線
が
交
差
す
る
針
イ
ン
タ
ー
に
隣
接

す
る
「
針
テ
ラ
ス
」
も
あ
り
交
通
の
要

衝
で
も
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
地
域
の

人
が
行
き
交
う
場
所
で
す
。
最
大
の
地

域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
、

一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
一
緒
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

新市建設計画他県・市要望

市
　
　
要
　
　
望

県
　
要
　
望

１.一本松小倉線道路新設事業実施 早期実施 令和４年度当初ルートで測量詳細設計業務発注済。令和
５年度秋以降で用地確定作業の委託発注予定。

２.新規優良企業誘致事業 積極的な取組 関係部署と連携しながら進めていきたい。

３.コミュニティバス導入事業 継続 前年度同様の予算要求をしている。

４.まちづくりに関する補助金について 継続 前年度同様の予算要求をしている。

５.のぼりを線改良事業 早期完了 令和４年度繰越工事実施中、令和５年７月中旬竣工予定。
令和５年度継続工事発注予定。

６.合併記念公園建設事業の区域に所在
　 する水路について 早期完了 地元と調整しながら、順次進めていく。

１.大和高原工業団地開発計画の推進 早期推進 都祁地域の特性に応じた企業の誘致を行いたい。

２.国道25号改良事業 早期完了 小倉地区については、令和３年度より工事着手。針地区に
ついては、底地の整理後、取り掛かる予定。

３.県道奈良名張線改良事業 早期完了
令和３年度より、東紀寺町三丁目交差点東向き道路北側の
側溝暗渠化による道路拡幅を進めているが、引き続き地権
者の協力をお願いする。

要望要　望　事　項 回　　　　答

　本会では、合併以来新市建設計画の早期完了を目指し、例年県・市へ要望を行っております。本年
度は令和４年８月18日に市、令和４年10月19日に県へ対し、向井会長、福西副会長、植田副会長、北
相談役、そして都祁行政センターとともに要望して参りました。
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　自然豊かな都祁高原で、各種スポーツを通じて、参加者の交流を深め、生涯スポーツ推進
に取り組む都祁を発信し、都祁の地域振興を図ることを目的として、「グラウンドゴルフ大
会」「奈良市学童軟式野球10月大会併催学童軟式野球体験会」「サッカークリニック」「軽スポー
ツ大会」開催しました。

キンボール

第２弾「学童軟式野球体験会」

第３弾「サッカークリニック」

令和４年度「いきいきスポーツinつげ高原」

ボッチャ フロアカーリング

第１弾「グラウンドゴルフ大会」

第４弾「軽スポーツ大会」
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
か
ら
３

年
余
り
、
よ
う
や
く
５
月
か
ら
感
染
症

法
上
の
分
類
が
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
間
、
様
々
な
社
会
経
済
活

動
の
制
限
に
よ
り
、
伝
統
あ
る
行
事
さ

え
縮
小
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な

ど
、
地
域
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　

40
回
も
の
開
催
を
重
ね
た
マ
ラ
ソ
ン

大
会
も
例
外
で
は
な
く
、
３
年
間
中
止

の
後
、
再
開
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
奈
良
市
と
の
合
併
か
ら
も
う

す
ぐ
20
年
の
節
目
を
迎
え
る
今
、
そ
の

先
を
見
据
え
た
都
祁
の
ま
ち
づ
く
り
、

魅
力
発
信
を
考
え
る
必
要
を
感
じ
ま
す
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
地
域
の
つ
な
が

り
も
含
め
、
ま
ち
協
の
役
割
と
し
て
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

都
祁
ま
ち
だ
よ
り　

編
集
委
員

編
集
後
記

　

都
祁
地
域
内
は
公
共
交
通
機
関
が
充

実
し
て
お
ら
ず
、
新
市
建
設
計
画
に
よ

り
地
域
内
の
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

運
行
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
要

望
を
広
く
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
状
況

で
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
家
庭
で
は
、
移
動
手

段
の
ほ
と
ん
ど
が
自
家
用
車
に
頼
っ
て

い
ま
す
。
近
年
、
都
祁
地
域
で
も
高
齢

者
の
自
動
車
事
故
が
多
発
し
、
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
益
々
高

齢
化
が
進
む
状
況
に
お
い
て
地
域
住
民

の
移
動
手
段
に
つ
い
て
、
対
策
検
討
を

進
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
度
に
都
祁
行
政
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、

回
答
者
の
84
％
が
「
車
が
運
転
で
き
な

く
な
っ
た
時
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

利
用
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
が

実
際
に
求
め
る
交
通
環
境
に
つ
い
て
協

議
す
る
場
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
都
祁
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
中
心

と
な
り
、
都
祁
小
学
校
長
、
都
祁
中
学

校
長
、
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
都

祁
地
区
民
生
委
員
会
長
、
都
祁
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
、
都
祁
行
政
セ
ン
タ
ー
所

長
の
メ
ン
バ
ー
で
、
令
和
４
年
３
月
23

日
に
第
１
回
目
の
都
祁
地
域
の
交
通
環

境
を
考
え
る
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
開
催
し
、
地
域
交

通
環
境
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
行
い

ま
す
。

交
通
環
境
を
考
え
る
意
見

交
換
会
を
開
催
!

１
．
都
祁
地
域
発
信　

　

都
祁
高
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
毎
回

参
加
者
が
１
４
０
０
名
を
超
え
、
そ
の

半
数
以
上
が
県
外
か
ら
の
参
加
で
あ
り
、

都
祁
を
全
国
に
広
く
発
信
し
た
大
き
な

事
業
で
し
た
。

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

が
進
む
社
会
現
象
の
中
で
、
各
地
域
で

は
様
々
な
工
夫
を
し
、
地
域
発
信
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

都
祁
地
域
で
も
、
今
後
、
都
祁
高
原

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
よ
う
な
地
域
発
信
事

業
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
都
祁
の
魅
力

発
信
に
つ
い
て
、
皆
様
か
ら
も
ど
ん
ど

ん
ご
提
案
頂
き
、
私
た
ち
地
域
住
民
が

一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

旧
都
祁
村
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
宣

言
の
村
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

合
併
後
も
都
祁
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
、

各
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
、
引
き
続
き
活

動
を
継
続
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
都
祁
地
域
に
は
、
奈
良
市
都
祁

体
育
館
・
奈
良
市
都
祁
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
球
技
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

等
）、
ボ
ス
コ
ヴ
ィ
ラ
（
サ
ッ
カ
ー

場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ト
）

が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
充
実
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し

活
動
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
と
共
に
、
都

祁
地
域
の
発
信
に
取
り
組
む
こ
と
も
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
．「
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
in
つ
げ
高
原
」

　

令
和
４
年
度
事
業
と
し
て
、サ
ッ
カ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
、
学
童
軟
式
野
球
大
会
（
野
球
体
験

会
）、
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
、
年
間
通

し
て「
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
in
つ
げ
高

原
」と
称
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
民
だ
よ
り
等
に
よ
り
ご
案

内
し
ま
す
の
で
、
都
祁
地
域
皆
さ
ん
で

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う

新
た
な

地
域
発
信
の
取
組
み


